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研究の目的、概要、期待される効果

心理尺度（アンケート）の作成、活用に関する
研究を行っています。アンケート調査は、住民の
意識やニーズを尋ねる調査から、児童・生徒の学
習状況を調べる調査、イベント参加者に満足度を
聞く調査など、さまざまな場面で多く活用されて
いると思います。一見簡単に実施できるように見
える反面、実際に適切なアンケートを作成するに
は、多くの工夫や試行錯誤が必要になることもあ
ります。そこで、そのような調査の計画から、具
体的な質問項目の作成、そしてデータの分析も含
めて、アンケート調査の実施に役立つような知見
を得ることを目指しています。具体的には、古典
的テスト理論や項目反応理論（IRT）と呼ばれる
理論等をもとに検討します。性格や精神的健康の
測定などがメインですが、近年は県内の観光動機
やニーズの測定など、地域の課題に係る意識を測
ることにも関心を持って研究を進めています。
また、学生とともに地域の活性化に関する取り

組みを行うことも並行して進めています。街歩き
や、地域を紹介するフリーペーパーの発行を通し
て、学生目線で地域の特徴や課題を抽出し、専門
分野にとらわれ過ぎることなく自由な発想でアプ
ローチできないかと考えています。そういった学
生の係わりが必要なフィールドも探しています。
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・各種アンケート調査等の設計、改善、実施な
どを検討している自治体、企業など
・学生と協働で課題の発見や解決に取り組みた
い自治体、団体など

狭義の心理学的な調査に限らず、幅広いテー
マの調査や取り組みに関心を持っています。近
年は観光動機の測定など、地域にかかわる調査
も行っています。
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